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l Sη がηの式で表されている場合

いきなりですが,次の問題を考えてみよう

1 例 題 α″=2π +3の とき,Sれ を求めよ  |

Sπ とは Σ αた=αl+α2+……+ら ,つ まり
-々1

初項 αlか ら第 η tt απまでの和のことなので,次

のようにΣ
=1算

をして求めます
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Sη =Σ α々
-々1

=Σ (2λ +3)
=々1

=2×
π(π +1)+3π

ta Aたは辛勝

静 ―

=″ +4π

つまり,αη=2π +3の ときSη =″ +4π です

■

では逆に ,

|″1題 &=π2+4π のとき,の を求めよ |

と言われたらどうでしょう Sη からαηを求める

ことはできるのでしようか? 
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これまでは,一般項 αηから和 Sη を求めてきま

したが (最初の 例 題 みたいなやつ),今度は逆

に,和 Sη から一般項 の を求めてみようというわ

けです

いきなりαπを求めるのはしんどいので,ま ずは

最初のいくつかを具体的に調べてみることにしよ

う こういう具体的な計算が理解を深めます

%と は初項 αlか ら第 %項 αηまでの和のことで

す 特に Slが , αlか らαlま での和,つ まりαl

りk蜘

‖π9

で14う
例 題 Sη =π2+4π のとき,αl,α2,α3,α 4

を求めよ

「和 Sη」から「一般項αη」を求める方法
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そのものであることに注意 しよう よって具体的に

書き出すと
,

″
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となります ■～S4の値は,Sη =π2+4π より,

I sl=12+4× 1=5         1
S2=22+4× 2=12
S3=32+4× 3=21
S4=42+4× 4=32

tよもOk

″
と求まるので,結局,

くことになります

ドのような連立方程式を解
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Sl=α l

S2=α l十 α2

S3=αl+α2+α3

S4=αl+α2+α3+α4
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Sl=αl      =5 …①

S2=αl+α2    =12 …②

S3=αl+α2+α3  =21 …③

S4=αl+α2+α3+α4 =32 …④

αl ιま① よりそのまんまで αl=5
α2は ② ~① よりα2=7
α3は ③ ~② よりα3=9
α4は ④ ~③ よりα4=11
よって,α l～α4が決定しました
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α2～α4が式の引き算で求めているのに対し,の

だけが Slの値から決まっていることに注意しよう

いずれにしても,こ の計算を続けていけば,Sη か

らαηを求めることができそうです

以上のことを,一般的に検証 してみることにし
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Sれ からαηを求める方法

まずはαlか ら求めよう これは■ そのものなので,

次に,π ≧ 2の とき,
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なので,αη=Sη ― S″ 1

つまり,αηは Sη とSη lの差で表すことができ

ます 以上をまとめると,

よって,先 ほどの 例 題 を考 えてみ ると,

sπ =π2+4π のとき,

π=1の とき,αl=Sl=12+4× 1=5
π≧2の とき

,

%=S2-Sη  l

=κ2+4η ―{(π -1)2+4(π -1)}

=π2+4κ ― (κ
2_2κ +1+4π -4)

=2″ +3 ……①

となります

ここで,① において ,κ =1を 代入す ると,

αl=2・ 3+1=5と なり,αl=5に 一致 します

よって,① はπ≧ 1で成立することがわかるの

で,最終的に
,

απ=2κ +3

が答えになります

珍注 Sπ lは ,S2の式で ηの代わ りにκ-1を

代入すれば求められます

珍注 本来はπ≧2で しか成立しないはずなんや

けど,た またま%=1を代入したら一致してしまっ

たので,η ≧ 1で成立することにしちやおう,と い

うことです 本質的に階差数列の問題と同じノリで

すね

例 題 初項から第 π項までの和 Sπ が次の式

で表される数列 {α″}の第π tt αηを求めよ

(1)勁 =2η+24(2)&=η 3+2

Pointく (Sη とα″のF‐5係 )
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π=1の とき,αl=Sl=23_4=4
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αη=Sη ―Sη l

=2″+2_4-{2η+1-4}

=2π +2_2η +1

=2・ 2η
+1-1・

22+1

=2π+1 .… …①

ところで,① において,π =1を 代入すると
,

αl=21■ 1=4と なり,αl=-2に 一致する

よって,① はπ≧1で成立する

αη-2π+1

■

(2)

″=1の とき,αl=Sl=13+2・ 1=3
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αη=Sπ ―S21

=/23+2-{(η -1)3+2}

=π3+2-(″ -3π2+3π -1+2)
=3π2_3π +1……①

απ ==
(π =1)

(π ≧2)

■

珍注 この場合は,① においてπ=1を代入し

ても,αlに一致しないので,① はπ≧2で しか成

立しません だから,解答も分けて表記します

なお,一致 しないことをわぎわざ述べる必要はあ

りません

0"一 般的に,SO=0な らば一致し,S。 キ 0

ならば一致 しません つまり最初から分かってる

んですね このことを知っておくと焦らずにすみ

ます
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αl tt α2 + α3 + … …  + αη_2 + all_1

αl + α2 + α3 +      + α″-2 + α′_1
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